
アカエゾマツ人工林の間伐材利用実態と今後の課題 

上川南部森林管理署 田島瑠美 

 

１． はじめに 

 北海道の主要造林樹種の一つであるアカエゾマツ（以下、アカエゾ）人工林は、４齢級

から７齢級にかけての造林面積が大きくなっています（図１）。また、北海道森林管理局「森

林施業の手引き」（平成１８年４月）によると間伐時期の目安は８、１１、１４齢級とされ

ていることから、今後本格的な間伐期を迎えることが予想されます。そこで、国有林にお

けるアカエゾ間伐材の今後の動向を把握するために本手引きの基準に従って間伐量を試算

したところ、２０～３０年後の年平均間伐量は１２０千 m

3

から２３０千 m

3

となり、今後増

加する傾向があります（図２）。 

しかし、カラマツやトドマツ等の造林樹種と異なり、アカエゾ人工林はこれまで間伐実

績が少ないことや枝条やヤニが多いこと等から、造材及び製材について不明な点が多く、

今後の間伐推進が不透明な状況にあります。 

本研究ではアカエゾ人工林の森林整備を促進するために、施業や間伐材利用の実態につ

いて整理し、その結果を基に今後の施業の方向性や課題を検討することとしました。 
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図１ アカエゾ人工林面積 

（2006 年度林野庁業務資料より） 

図２ アカエゾ人工林の年平均予想 

間伐量 

（2006 年度林野庁業務資料を用いて試算）  

 

＊ ２００６年度を基準年とした。 

＊ 間伐は８、１１、１４齢級とした。 

＊ 上限量は、間伐率が３回とも３５％。 

＊ 下限量は、間伐率が初回３０、２回目

２０、３回目１０％（トドマツ人工林

の実態を参考にした。）。 



２.  施業や間伐材利用等の実態 

２－１ 調査の方法 

アカエゾ人工林の施業、造材及び製材に関する懸念や疑問等を踏まえ、二研究機関、二

造材業者、一製紙会社及び六製材業者へ直接または電話による聞き取りを行いました。ま

た、ヤツバキクイムシ被害地の現地調査やインターネットによる材質に関する研究の文献

検索も行いました。 

２－２ 調査結果 

①施業 

上川南部森林管理署管内においてヤツバキクイムシによる被害が見られました（図３、

表１）。研究機関によると、通常枯損木にしか寄生しないヤツバキクイムシが、施業で出る

ヤニが誘因となり虫の密度を高めることによって立木を枯らす力を持つと考えられる、虫

の活動が活発な時期である春から夏にかけて除伐等で林内に材を放置すると被害を受ける

可能性が高まる、単年度被害が数十本に及んでも３～５年で終息に向かう、との見解でし

た。 

②造材 

当初、ヤニや枝条の多さによる作業への支障を懸念しましたが、アカエゾ人工林の造材

を行った業者によると、高性能機械が普及しているため特に作業への支障は無いとの意見

でした。 

また、製材業者から、夏場に造材を行うと放置した素材に虫が入りやすく、材質に影響

が出る場合があるとの意見がありました（表２）。 

③原料材 

ヤニが多い場合、パルプ加工時にそれを除くための作業を行う必要がありますが、製紙

会社によると、アカエゾ人工林材の利用に当たってその行程は必要無いとの意見でした。 

④製材 

基本材質・強度的材質については、研究機関及び文献報告によると、年輪幅はアカエゾ

天然林材より広い傾向がありますが、密度や強度はアカエゾ天然林材と同程度か、劣って

いるものでもトドマツ人工林材と同程度で、建材への利用は可能との見解でした。また、

ねじれと関連があると言われる繊維傾斜度については、研究機関及び文献報告によると、

カラマツの半分程度か同程度との報告でした。 

また、特質等については調査によると（表２）、節、ねじれ、割れ、あてによる作業へ

の支障や製材歩留りへの影響が見られる一方で、ヤニに関してはほとんど問題無いという

意見でした。また、産地によって節の数や割れの状況に差があり、支障の程度も異なると

の意見がありました。 

以上の材質及び特質から、研究機関や業者（表２）の意見にもあるように、小・中径の

人工林材は大径であるアカエゾ天然林材と材質が異なり、両者を区別して考えた方が良い

ようです。 

 次に、アカエゾ人工林材の利用は（表２）、各業者が通常生産する品目の種類によって３

パターンに区分できました。一つ目は、強度を要する建築用材を主に扱う業者で、アカエ

ゾ人工林材を利用した製品の生産はほとんどありませんでした。二つ目は、建築材から強

度を要さない製材まで様々な種類の材を扱う一般製材業者で、原木に応じた木取りを行い、

アカエゾマツ人工林材は桟木や梱包材、集成材等に利用されていました。三つ目は、梱包

材等の低質材を専門に扱う業者で、カラマツやエゾトド低質材と共に集成材や梱包材に利



用していました。 

アカエゾ人工林材の用途を考察すると、製材業者にとって収益を左右する歩留りや製品

の品質は製材を行うか否かの重要な基準になりますが、建築用材へは、節、あて、割れ、

ねじれ等の欠点により歩留が低くなること及び品質の低い製品が多くなることから、利用

が少ない状況だと考えられます。一方、集成材や梱包材等へは、これらの欠点がそれほど

歩留りや製品の品質に影響しないため、利用されている状況だと考えられます。 

    

    

被害発生箇所

252林班ろ林小班　 246林班ろ林小班

昭和39年植栽　アカエゾマツ単層林 同左

被害本数 約110本 約80本

施業歴 除伐 無し 無し

間伐 無し 無し

枝打ち平成16年度秋～17年度春 平成18年度秋

状況
虫害発生時に、被害箇所周辺で特に目立つ枯損木は見受けられなかった。

平成17年夏頃から、虫害による立ち枯れが単木で見られた。

枯損木は数本～40本単位で数カ所に分散し、既に木全体が枯れ上がっていた。

樹皮を剥ぐと、一部でヤツバキクイムシの成虫や幼虫が見られた。

平成19年7月、被害拡大防止のため枯損木伐倒搬出。

上川南部森林管理署　

(聞き取り

による記録）

    

    

    

AAAA社社社社 BBBB社社社社 CCCC社社社社 DDDD社社社社 EEEE社社社社 FFFF社社社社

主主主主なななな生産品目生産品目生産品目生産品目 建築用材 建築用材 一般製材 一般製材 梱包材・２×４ 梱包材・集成材

特質特質特質特質 あてあてあてあて 問題無い。 － トや天より多い。 トより多い。 － 天よりも少ない傾向。

ねじれねじれねじれねじれ － 不明。 トや天より大きい。 トより大きい。 トより大きい。 不明。

節節節節 問題無い。

生死節共に多い。

太い節が多い。

問題無い。 生死節共に多い。 問題無い。

大きな節が少ない。

天と同様で節が堅い。

割割割割れれれれ（（（（製材時製材時製材時製材時））））見られる。 不明。 問題無い。 問題無い。 見られる。 問題無い。

ヤニヤニヤニヤニ 問題無い。 － 天と同程度。 問題無い。 問題無い。 問題無い。

虫虫虫虫 － － － － 土場で虫が付きやすい。土場で虫が付きやすい。

取扱丸太径取扱丸太径取扱丸太径取扱丸太径((((cmcmcmcm)))) 小～大径木 － 14～20 20前後～30 13～22 14～30

用途用途用途用途 ほとんど利用が無い。 ほとんど利用が無い。

そのそのそのその他他他他

製材に合わせた原木
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を確保。
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る。集成材はねじれ対
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図３ ヤツバキクイムシの被害状況 

（2007 年度上川南部署管内） 

表１ ヤツバキクイムシの被害概要（平成 19 年 6 月時点） 

 

表２ 各製材業者のアカエゾ人工林材に対する意見 

＊ 人：アカエゾ人工林材、天：アカエゾ天然林材、ト：トドマツ、－：特にコメント無し。 



３． 今後の施業の方向性や課題の検討 

アカエゾ人工林材は、造材段階では特に支障が無く、強度を要さない梱包材や集成材等

への利用は可能でした。また、近年集成材をとりまく情勢は、主に小・中径木が原料とし

て使用されていること、供給量が増加傾向にあること、また集成材加工技術が進んでいる

ことから、今後さらに集成材用小・中径木の需要が拡大すると考えられます。このような

状況下においては、アカエゾ間伐材も積極的に利用されると予想されます。 

一方、建築用材への利用は様々な欠点によって制限されていました。このような状況下

においては、アカエゾ人工林材は当面、集成材・梱包材等として利用され、将来的には一

部建築用材としてトドマツを補完しながら用途拡大が図られるものと考えられます。 

このように、現状でも一部の用途で間伐材の利用が見込めることと、欠点を軽減するた

めの施業を行った場合、生産された材が施業を行った分のコストに見合う付加価値を得ら

れるかは不透明であることから、今後、欠点を軽減するための施業を積極的に行う必要は

無いと考えます。 

以上の調査結果や考察を踏まえて、今後の施業の方向性や注意点を三点にまとめます。 

①集成材や梱包材への利用を目標とした施業 

アカエゾ主・間伐材の利用先として、当面は集成材・梱包材等を目標とし、製材用丸太

を多く取るために、間伐の際、利用径級に達した材を可能な限り多く出すように施業を行

います。具体的には、例えば初回間伐の前に適宜除伐を行うことや、間伐の繰り返し期間

や間伐率を調整すること等で径級をコントロールします。なお、参考までに利用径級は、

今回の調査では１３センチ以上で集成材などへの利用があったようですが、正確には技術

的な話として今後整理する必要があります。 

②素性の良い林分の施業 

人工林の中でも素性の良い立木が多い林分については、建築用材への利用を視野に入れ

ることとします。状況に応じて、一部ではそのまま主伐材等を利用し、また一部では長伐

期施業に移行し建築用材への利用を目標とした積極的な施業を行います。具体例として、

軽度の間伐を繰り返すことで樹冠閉鎖をコントロールして枝の枯れ上がりを促進し、節の

課題の解消を図ります。 

③病虫害の抑制 

施業に際して立木の虫害発生を抑えるために注意すべき点は、虫の活動が活発な時期を

避けて秋～冬期に作業をすることです。また、施業後には、伐倒木枝を早急に林内から搬

出する必要があります。さらに、虫の活動が活発な期間は土場にある素材が虫害を受けや

すい時期でもあるので、この時期は出来るだけ素材を屋外に放置する期間を短くする必要

があります。 
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